
　

農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
を
守
る
こ
と
は
、

単
に
農
業
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
景

観
形
成
、
環
境
保
全
の
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

� 　

し
か
し
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
業
構
造
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
環
境
保
全
を
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
19
年

度
よ
り
「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向

上
対
策
」（
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
対
策
は
、
農
業
者
だ
け

の
既
存
組
織
だ
け
で
な
く
、
非
農
家
や
各
種
団
体

な
ど
を
含
め
た
新
た
な
活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
で
一
体
と
な
っ
て
農
業
施
設
の
点
検
・
機
能

診
断
、
活
動
計
画
の
策
定
、
実
践
活
動
、
農
村
環

境
向
上
の
た
め
の
啓
発
普
及
と
い
っ
た
共
同
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。

� 　

国
、
県
、
市
町
は
、
滋
賀
県
世
代
を
つ
な
ぐ
農

村
ま
る
ご
と
保
全
地
域
協
議
会
を
通
じ
、
平
成
19

年
度
か
ら
５
年
間
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
日
野
町
に
お
い
て
も
年
間
約
１
千
３
０
０
万

円
の
予
算
に
よ
り
活
動
組
織
に
対
し
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

� 　

こ
の
対
策
に
よ
り
、
農
地
・
水
・
環
境
の
良
好

な
保
全
と
質
的
向
上
が
図
ら
れ
る
地
域
ぐ
る
み
で

の
共
同
活
動
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に
定
着

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

　

世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上

対
策
に
取
り
組
む
40
組
織
の
中
で
、
鎌
掛
地

域
の
１
区
か
ら
６
区
ま
で
と
い
う
最
も
幅
広

い
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、「
鎌
掛
地
区

農
村
環
境
保
全
活
動
組
織
」
で
す
。

� 　

鎌
掛
で
は
、
た
め
池
・
用
排
水
路
の
整
備
・

点
検
な
ど
を
行
う
「
水
利
部
会
（
水
利
組
合
が

中
心
）
」
、
農
用
地
や
農
道
の
整
備
・
点
検
な
ど

を
行
う
「
共
同
部
会
（
農
業
組
合
が
中
心
）
」
、

心
を
和
ま
せ
る
花
壇
作
り
や
生
き
物
観
察
な

ど
を
行
う
「
環
境
部
会
（
区
長
会
・
運
営
会
・

子
ど
も
会
・
老
人
会
な
ど
が
中
心
）
」
の
３
つ

の
部
会
を
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
部
会
制
度

に
よ
る
事
業
の
実
施
が
、（
地
域
）
全
体
を
全

員
で
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
竹

村
清
代
表
。

� 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

蒲
生
野
考
現
倶

楽
部
と
と
も
に

生
き
物
調
査
や

蛍

鑑

賞

会

を

実
施
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
野

ダ
リ
ア
園
と
原

産
日
野
菜
体
験

を
企
画
し
た
り
、

他
の
組
織
と
の

連
携
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

� 　

昨
年
度
行
わ
れ
た
「
川
魚
の
生
息
調
査
と
観

察
会
（
写
真
②
）
」
に
は
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
１
４
１
名
が
参
加
さ
れ
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
、
農
家
と
非
農
家
の
交
流
の
場
と
も
な
り

ま
し
た
。

� 　

農
業
用
水
施
設
を
利
用
し
た
水
車
（
写
真
①
）

は
、
地
域
の
方
が
自
前
で
作
成
さ
れ
、
心
和
ま

せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
車
の
そ
ば
に
は

灯
ろ
う
が
作
ら
れ
、
水
力
に
よ
っ
て
発
電
し
、

夜
に
は
明
か
り
が
灯
り
ま
す
。
ま
た
、
水
車
の

周
り
に
は
鎌
掛
5
区
の
方
々
を
中
心
と
し
て

花
壇
が
作
ら
れ
ま
し
た
。「
地
域
の
人
た
ち
の

環
境
整
備
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
話

題
が
あ
る
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
、
活
動
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

� 　

定
年
退
職
を
し
た
方
が
地
域
を
改
め
て
見

つ
め
直
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
の
力
も
地
域
を

活
性
化
さ
せ
、
事
業
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

� 　

地
域
住
民
に
よ
る
農
業
用
排
水
路
の
清
掃

活
動
や
農
道
の
砂
利
補
修
作
業
で
農
村
を
守

り
続
け
る
と
と
も
に
、
農
道
の
ご
み
拾
い
や
生

き
物
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
い
年
代
の
参

加
が
得
ら
れ
、
世
代
間
交
流
も
実
現
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
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